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１．事業の目的・意義 

３年計画で事業を展開してきた最終年にあたり， 

今年度はそのまとめとして，小中高の連携を踏ま

えた指導書の発行を計画した。これまでの公開授

業や実践の成果を活かし，各教育現場のニーズに

応え，ダンス経験の少ない教員が基本的な授業展

開の見通しをもって指導ができるような内容とし

てまとめることを目的とした。 

事業の意義は主として以下の２点である。 

・小中高大及び社会体育が連携したダンス指導

書はあまり例がなく，現場のニーズに応えられ

るものと考えている。 

・この指導書の内容を教員養成課程の学生に還

元することで，学生の実践的指導力の向上が期

待できる。 

 

２．事業内容 

栃木県教育委員会スポーツ振興課並びに栃木県

女子体育連盟に所属している小中高教員及び社会

体育指導者の協力を得て，小学校から高校までの

ワーキンググループを中心に，これまでの実践内

容のまとめとともに，新たな内容検討を含めて指

導書を発行するにあたり，実践を重ねていった。 

 

３．事業の進捗状況 

４月 小中高ワーキンググループを組織 

編集方針の確認 

７月 小学校部会との検討 

８月 編集構成案 

12月 編集検討 

３月 指導書発行        

 

４．事業の成果 

 指導書は全 92頁から成り，「４・４・４の発達

の括りによる表現運動・ダンスの発展」（村田，2007）

表紙 

をもとに小中高の連携としての内容を以下のよう  

に構成した。 

「小学校におけるダンスの指導」では，表現リ

ズム遊び・表現運動を好きにさせる指導のポイン 

トをテーマに，低・中・高学年の実践例でまとめ

ている。実際に授業を展開できるように指導案と

して提示し，子どもたちが表現リズム遊びや表現

運動を好きになるヒントを，教材開発，教具の工

夫，指導の要点の中に示した。また，指導経験の

少ない先生に向けて，一言メッセージを載せた。 

「中学校におけるダンスの指導」では，それぞ

れのダンスの特性を踏まえた指導の基礎基本とし

て，指導における基本知識や要諦などに重視して

構成した。特に，創作ダンスの授業では，グルー

プでの作品創作をどのように進め，発表まで高め

ていくかについて，クラスファイルの活用例で詳

しく解説している。 



 

「高等学校におけるダンスの指導」では，ダン

スの特性を深める段階としてのさまざまな取り組 

みとして，エアロビクスダンスへの応用，体育祭 

での演技，課外活動などについてまとめている。

「時・場所・仲間に応じてダンスを再構成・創造 

して」いくダンス指導の実践例となっている。 

 併せて，特別支援学校でのダンスの指導につい 

て，高等部の事例を２校，小学部の事例を本学教 

育学部附属特別支援学校での実践として掲載した。 

生涯スポーツとしてのダンス実践については，ジ 

ャズダンスと音楽を取り入れた健康体操の実践例 

を紹介している。 

また，それぞれについて，教員養成大学の立場 

から，様々な提案をしている。 

小中高全体で共有したい指導技術として，「指導 

に役立つ資料集」では，教材・教具の工夫，ダン 

ス・ウォーミングアップ例を，また，「授業で使い 

たい音楽資料」では様々な用途での楽曲について 

まとめている。基本的な用語等については，「Ⅱ  

中学校におけるダンスの指導 それぞれのダンス 

の特性を踏まえた指導の基礎基本」にまとめた。 

次頁に指導書の一部を掲載する。 

 

５．今後の展望 

まとめてみると今後に多くの課題が残された。 

小中高の現場では，誰でも有効に実践できる（気

負わず，やってみたいと思わせる）教材開発が望

まれている。指導の手順など詳細にわかりやすく

示したつもりであるが，普遍的な内容となるには

さらに多くの実践を積み重ね，その共通項を導き

出していく必要がある。よりよい授業・指導支援

ができるよう引き続いて励みたい。 
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４・４・４の発達の括りによる表現運動・ダンスの発展 

小学校低・中学年 小学校高学年・中学１･２年 中学３年・高校３年間 

いろいろなリズムや表現の遊び    

を体験して，多様な身体感覚やコミ

ュニケーションの基礎を身に付け，

踊りが好きになる段階 

いろいろなダンスを体験して，    

それぞれのダンスの特性（楽し    

さや魅力）に触れる段階…中学    

１・２年までダンス必修化  

好きなダンスを選び，時･場    

所･仲間に応じてダンスを再構    

成･創造してダンスの特性を深    

める段階…選択制への移行 

村田芳子（2007）表現運動・ダンスの学習内容について考える．体育科教育 55（5）：35-39． 

目次 

はじめに 

本書の作成に当たって 

Ⅰ 小学校における表現リズム遊び・表現運動の指導 

１ 低学年の題材例と指導案 

２ 中学年の題材例と指導案 

３ 高学年の題材例と指導案 

◇事例１ みんなで高めあうための自主研修 

◇指導に役立つ資料集 

Ⅱ 中学校におけるダンスの指導 

１ 「創作ダンス」の指導の基礎基本 

◇事例２ 「創作ダンス」の啓発と普及をめざして 

２ 指導計画と評価 

◇参考資料 

◇授業で使いたい音楽資料 

Ⅲ 高等学校におけるダンスの指導 

１ 学習指導要領の改訂に向けて 

２ 男女共修のグループ活動による作品創作 

３ エアロビクス的内容で体力強化 

４ 体育祭で伝統的に継承されている学校ダンス   

◇事例３ 栃木県高等学校ダンス部の現状 

◆特別支援学校におけるダンスの指導 

◆生涯スポーツとしてのダンス 

資料 

平成 24・25年度地域連携活動事業報告書 

実践報告一覧 

執筆者一覧 



（５）身体感覚・運動感覚を育てる表現リズム遊び 

のりものあそび（２時間） 

◆学習の目標 

①表現遊びに進んで取り組もうとすることができる。

②簡単なお話を作って工夫して動いたり，お話に合う動きを考えたりすることができる。

③表したい乗り物の様子や特徴を真似て，そのものになりきって全身を動かして踊ることができる。

◆学習のすすめ方（本時１・２／２時間） ＊以下，１～３：１／２時間，４・５：２／２時間として例示 

時間 内容と学習活動 指導の要点 

導

入 

１ ウォーミングアップをする。   （10分） 

・音楽に合わせ，みんなで踊ろう 

「しろくまのジェンカ」，「タタロチカ」 

２ 本時の学習のめあてを確認する。 （10分） 

いろいろなのりものになろう 

  ・どんなのりものがあるかな。 

  ・どんな動きや音がするかな。 

・リズムに乗って楽しく踊ることで，心と体をほ

ぐしながら，仲良く活動する雰囲気を作った

り，運動量を確保したりする。 

・いろいろな乗り物になりきって楽しく踊るこ 

とを知らせる。 

・乗り物調べをもとに，乗り物とその特徴など 

を話し合う。 

展

開 

３ 乗り物になって動こう （25分） 

・みんなでのりものになってみよう。 

（飛行機・電車・オートバイ・ジェットコー

スターなど） 

・１人で，なりたい乗り物になって踊ろう 

 ・２人でいろいろな乗り物になって踊ろう。 

４ ３人で好きな乗り物を決め，ひと流れの 

お話を作って動こう。 （35分） 

・ひと流れのお話を相談し，ボードに書く。 

（例）ジェットコースター…2 人ずつならんで

のる。ゆっくり上る⇒急に下る⇒右に曲

がり，次は左に曲がる⇒最後に止まる。 

・３人で練習 

・見せ合い（発表）  

・最初は教師のリードで，動きがイメージしや 

すい乗り物になってみんなで一緒に動く。次

に，乗り物カードを参考にして１人でなりたい

乗り物になって動く。 

・２人組になり，一人が考えた動きをもう一人が

まねして動く。２人で１つの乗り物になって動

くように発展させる。 

・友達の動きのまねをしたり，いろいろな動き 

を考えたりしながら，よりよい動きができるよ

うにする。 

・アドバイスカードを提示し，乗り物の特徴や 

動きづくりの参考にさせる。 

・上手くお話ができないグループには，一緒に 

動きを考えたり，各自の思いを聞いたりして，

動きを決めることができるように支援する。 

・班ごとにお話を発表し，友達の良い動きをた 

くさん見つけ，互いに学び合ったり，認め合っ

たりできるようにする。 

ひと流れのお話をもとに，乗り物の特徴や動きが表れるように工夫することができたか，観察

や発表，学習カードから評価する。          【運動についての思考・判断】 

ま

と

め 

５ 学習のまとめをする。 （10分） 

・自分の活動を振り返る。 

・友達の感想やアドバイスから，本時の振り返 

りをし，表現リズム遊びの良さや楽しさを共有

する。 



◆学習のポイント 

★国語「のりものしらべ」の学習を生かして（学習活動２・３） 

 

  

  

 

                    

                                 

 

★「みんなでのりものになってみよう」・・・イメージしやすい乗り物で動く 

                            （学習活動３） 

ひこうき 

 

                     

 

二人乗りのオートバイ 

★「ペアでのりものになろう」・・・交代でまねして楽しむ（学習活動３） 

「前の人の動きをまねして動こう」 

                  でん車 

ピー！出発進行 

 ガタンゴトン 

                   ガタンゴトン 

 

ジェットコースター 

★「グル―プでのりものになろう」・・・アイディアを出し合ってみんなで表す楽しさ（学習活動４） 

              お話づくりの相談          「みんなで○○になったよ」 

                   

 

 

 

 

 

 

 

【グループでのお話づくり】  

                        塚原 美唱（宇都宮市立瑞穂台小学校＊） 

＊執筆当時 

救急車は，ピーポーピーポ

ーと，サイレンを鳴らしな

がら走っていくよ。 

大空高く飛び立つ 

大きく旋回する  

低空飛行… 

二人乗りの大き

なバイク 

ブルンブルン 

ブルンブォォー 

ゴトゴト…ジェットコースター
がゆっくり上がっていくよ…一
番高いところから一気に下って 

大きく右に曲がるよ，今度は左…
グググググッ，到着！ 


